
(57)【要約】

【課題】糸をバルーンやチューブ状部材の縁から粗く巻

回した後、縁に向けて密に巻回することによって、太径

化等の問題を発生することなく、バルーンやチューブ状

部材を確実に固定することができるバルーン又はチュー

ブ状部材の固定方法、及びそれを用いて固定した医療装

置を提供する。

【解決手段】糸４２をまず、バルーン３２の縁３２Ａか

ら粗く巻回する。次に糸４２をバルーン３２の縁３２Ａ

に向けて密に巻回する。そして、糸４２の端部同士をバ

ルーン３２の縁３２Ａ側で結びつける。

【選択図】  　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 医 療 装 置 用 の バ ル ー ン の 端 部 又 は チ ュ ー ブ 状 部 材 の 端 部 を 取 付 対 象 物 に 被 せ 、 前 記 端 部
に 糸 を 巻 回 す る こ と に よ っ て 前 記 バ ル ー ン 又 は 前 記 チ ュ ー ブ 状 部 材 を 前 記 取 付 対 象 物 に 固
定 す る バ ル ー ン 又 は チ ュ ー ブ 状 部 材 の 固 定 方 法 に お い て 、
　 前 記 糸 を 前 記 バ ル ー ン 又 は チ ュ ー ブ 状 部 材 の 端 部 の 縁 か ら 前 記 バ ル ー ン 又 は 前 記 チ ュ ー
ブ 状 部 材 の 中 間 部 に 向 け て 粗 く 巻 回 し た 後 、 前 記 糸 を 再 び 前 記 バ ル ー ン 又 は チ ュ ー ブ 状 部
材 の 端 部 の 縁 に 向 け て 密 に 巻 回 す る こ と を 特 徴 と す る バ ル ー ン 又 は チ ュ ー ブ 状 部 材 の 固 定
方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 取 付 対 象 物 は 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 、 又 は 、 前 記 挿 入 部 に 被 せ ら れ て 前 記 挿 入 部 の 挿 入
を ガ イ ド す る 挿 入 補 助 具 、 或 い は 、 前 記 内 視 鏡 の 鉗 子 チ ャ ン ネ ル に 挿 通 さ れ る 内 視 鏡 用 処
置 具 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の バ ル ー ン 又 は チ ュ ー ブ 状 部 材 の 固 定 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 内 視 鏡 挿 入 部 、 該 内 視 鏡 挿 入 部 を 挿 入 案 内 す る 挿 入 補 助 具 、 或 い は 内 視 鏡 挿 入 部 に 設 け
ら れ た 鉗 子 チ ャ ン ネ ル を 介 し 又 は 直 接 的 に 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 長 尺 の 医 療 用 処 置 具 に バ ル
ー ン 或 い は チ ュ ー ブ 状 部 材 の 端 部 を 糸 で 固 定 し 取 り 付 け た 医 療 装 置 に お い て 、
　 前 記 糸 は 、 前 記 バ ル ー ン 又 は 前 記 チ ュ ー ブ 状 部 材 の 端 部 の 縁 か ら 前 記 バ ル ー ン 又 は 前 記
チ ュ ー ブ 状 部 材 の 中 間 部 に 向 け て 粗 巻 き さ れ た 後 に 、 前 記 縁 に 向 け て 密 巻 き に 成 さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 医 療 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は バ ル ー ン 又 は チ ュ ー ブ 状 部 材 の 固 定 方 法 に 係 り 、 特 に 、 糸 を 巻 回 す る こ と に よ
っ て バ ル ー ン や チ ュ ー ブ 状 部 材 の 端 部 を 固 定 す る バ ル ー ン 又 は チ ュ ー ブ 状 部 材 の 固 定 方 法
、 及 び そ れ を 用 い て 固 定 し た 医 療 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 装 置 で は 、 膨 張 ・ 収 縮 す る バ ル ー ン が 様 々 な 用 途 で 用 い ら れ て い る 。 例 え ば 、 超
音 波 検 査 装 置 で は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ の 先 端 の 超 音 波 走 査 部 を 囲 繞 し て 超 音 波 伝 達 媒 体 を 充
填 す る た め に バ ル ー ン が 用 い ら れ 、 超 音 波 内 視 鏡 で は 、 挿 入 部 の 先 端 の 超 音 波 ト ラ ン ス デ
ュ ー サ を 囲 繞 し て 超 音 波 伝 達 媒 体 を 充 填 す る た め に バ ル ー ン が 用 い ら れ る 。 ま た 、 内 視 鏡
の 挿 入 部 を 体 腔 内 に 固 定 す る 用 途 で 挿 入 部 に バ ル ー ン が 装 着 さ れ た り 、 オ ー バ ー チ ュ ー ブ
等 の 挿 入 補 助 具 を 体 腔 内 に 固 定 す る 用 途 で 挿 入 補 助 具 に バ ル ー ン が 装 着 さ れ た り し て い る
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 医 療 装 置 用 バ ル ー ン は 、 そ の 端 部 を 取 付 対 象 物 に 被 せ 、 そ の 上 か ら 糸 を 巻 回
す る こ と に よ っ て 固 定 さ れ る 。 例 え ば 、 特 許 文 献 １ の 超 音 波 検 出 装 置 は 、 バ ル ー ン の 端 部
を リ ン グ に 被 せ 、 そ の 上 か ら 糸 を 巻 回 し 、 さ ら に 接 着 剤 を 塗 布 す る こ と に よ っ て 、 バ ル ー
ン を 固 定 し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ３ ５ ８ ４ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ は 、 糸 の 巻 き 方 や 結 び 方 に つ い て の 具 体 的 な 記 載 が な い 。 こ
の た め 、 糸 の 巻 き 方 や 結 び 方 に よ っ て は 、 締 め 付 け 力 が 弱 く な っ て バ ル ー ン が 外 れ た り 、
バ ル ー ン の 取 付 位 置 が ず れ て 超 音 波 に よ る 検 査 に 悪 影 響 を 及 ぼ す お そ れ が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 例 え ば 、 図 ６ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 バ ル ー ン ２ を リ ン グ 等 の 取 付 対 象 物 ３ に 被 せ 、 糸 １
を バ ル ー ン ２ の 縁 ２ Ａ か ら 密 に 巻 回 す る と 、 バ ル ー ン ２ が 糸 １ に 押 圧 さ れ て 矢 印 方 向 に 伸
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び る た め 、 バ ル ー ン ２ の 膨 張 部 （ す な わ ち 、 流 体 の 供 給 ・ 吸 引 に よ っ て 膨 張 ・ 収 縮 す る 部
分 ） ２ Ｂ の 大 き さ が 変 化 す る と い う 欠 点 が あ っ た 。 こ の た め 、 バ ル ー ン ２ の 内 部 に 超 音 波
振 動 子 を 配 置 し た 際 に 、 超 音 波 振 動 子 と 、 バ ル ー ン ２ の 最 大 膨 張 部 分 と の 位 置 関 係 が ず れ
て 、 超 音 波 が 伝 わ り に く く な る 事 態 が 発 生 し 、 測 定 に 悪 影 響 を 与 え る お そ れ が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う な 不 具 合 は 、 図 ６ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 糸 １ を バ ル ー ン ２ の 縁 ２ Ａ に 向 け て 密
に 巻 回 す る こ と に よ っ て 解 消 す る こ と が で き る 。 し か し 、 こ の 場 合 に は 、 糸 １ を 巻 回 し た
後 の 結 び 方 に よ っ て 新 た な 問 題 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 例 え ば 、 図 ６ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 糸 １ の 端 部 同 士 を 巻 回 部 分 の 上 で 結 ぶ と 、 結 ぶ 際 に
糸 １ が 弛 み や す い と い う 欠 点 や 、 糸 １ の 結 び 目 １ Ａ が 他 の 部 分 よ り も 突 出 し 、 引 っ 掛 か か
り 易 く な る と い う 欠 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 図 ６ （ Ｄ ） に 示 す よ う に 、 糸 １ を バ ル ー ン ２ の 縁 ２ Ａ に 向 け て 密 に 巻 回 し た 後 に
、 糸 １ を バ ル ー ン ２ の 縁 ２ Ａ か ら 巻 回 し て 、 二 重 巻 き に す る 方 法 が 考 え ら れ る 。 し か し 、
こ の 方 法 は 、 糸 １ が 二 重 に 巻 か れ る た め に 太 径 化 さ れ る と い う 問 題 が あ る 。 ま た 、 二 重 目
の 糸 １ を 巻 く 際 に 一 重 目 の 糸 １ が 弛 み や す い と い う 問 題 が あ る 。 さ ら に 、 バ ル ー ン ２ の 膨
張 部 ２ Ｂ の 近 傍 で 糸 １ を 結 ぶ こ と に な る た め 、 バ ル ー ン ２ を 膨 張 ・ 収 縮 し た 際 に 糸 １ の 結
び 目 １ Ａ に よ っ て バ ル ー ン ２ が 破 れ る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の よ う に 従 来 は 、 糸 １ の 巻 き 方 や 結 び 方 に よ っ て 、 バ ル ー ン ２ が 伸 び た り 、 損 傷 し た
り 、 或 い は 、 糸 １ の 巻 回 部 分 が 太 径 化 さ れ る な ど の 様 々 な 問 題 が 発 生 し て い た 。 こ の よ う
な 問 題 は 、 挿 入 補 助 具 や 内 視 鏡 用 処 置 具 に バ ル ー ン を 装 着 し た 際 に も 発 生 し 、 さ ら に は 内
視 鏡 の 挿 入 部 に 被 覆 す る ア ン グ ル ゴ ム 等 を 固 定 す る 際 に も 発 生 す る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 医 療 装 置 用 の バ ル ー ン や ア ン グ ル ゴ
ム 等 の チ ュ ー ブ 状 部 材 を 損 傷 し た り 、 取 付 対 象 物 を 太 径 化 す る こ と な く 、 バ ル ー ン や チ ュ
ー ブ 状 部 材 を 確 実 に 固 定 す る こ と が で き る バ ル ー ン 又 は チ ュ ー ブ 状 部 材 の 固 定 方 法 を 提 供
す る こ と を 目 的 と す る 。 ま た 、 そ れ を 用 い て バ ル ー ン 又 は チ ュ ー ブ 状 部 材 を 固 定 し た 医 療
装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 医 療 装 置 用 の バ ル ー ン の 端 部 又 は
チ ュ ー ブ 状 部 材 の 端 部 を 取 付 対 象 物 に 被 せ 、 前 記 端 部 に 糸 を 巻 回 す る こ と に よ っ て 前 記 バ
ル ー ン 又 は 前 記 チ ュ ー ブ 状 部 材 を 前 記 取 付 対 象 物 に 固 定 す る バ ル ー ン 又 は チ ュ ー ブ 状 部 材
の 固 定 方 法 に お い て 、 前 記 糸 を 前 記 バ ル ー ン 又 は チ ュ ー ブ 状 部 材 の 端 部 の 縁 か ら 前 記 バ ル
ー ン 又 は 前 記 チ ュ ー ブ 状 部 材 の 中 間 部 に 向 け て 粗 く 巻 回 し た 後 、 前 記 糸 を 再 び 前 記 バ ル ー
ン 又 は チ ュ ー ブ 状 部 材 の 端 部 の 縁 に 向 け て 密 に 巻 回 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 最 初 に 糸 を 粗 く 巻 回 す る の で 、 バ ル ー ン や チ ュ ー ブ 状 部 材 が
糸 に よ っ て 伸 び る こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 糸 を 端 部 の 縁 か ら 粗 く 巻 回 し た 後 、 再 び 縁 に 向 け て 密
に 巻 回 し て い る 。 そ の 際 、 粗 く 巻 回 し た 糸 と 、 密 に 巻 回 し た 糸 と で は ピ ッ チ が 異 な る の で
、 密 に 糸 を 巻 回 す る 際 に 、 粗 く 巻 回 し た 糸 が 弛 む こ と が な く 、 バ ル ー ン 又 は チ ュ ー ブ 状 部
材 を 強 固 に 固 定 す る こ と が で き る 。 ま た 、 粗 く 巻 回 し た 糸 の 上 に 、 糸 を 密 に 巻 回 し て い る
の で 、 糸 を 密 に 二 重 に 巻 回 し た 場 合 に 比 べ て 細 径 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 、 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 縁 か ら 巻 回 し た 糸 を 縁 に 向 け て 再 び 巻 回 す る の で 、
巻 回 後 の 糸 の 両 端 が 縁 側 に 配 置 さ れ る 。 し た が っ て 、 糸 の 結 び 目 が 縁 側 （ す な わ ち 、 中 間
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部 の 反 対 側 ） に 配 置 さ れ る の で 、 糸 の 結 び 目 に よ っ て バ ル ー ン や チ ュ ー ブ 状 部 材 が 損 傷 す
る こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 な お 、 本 発 明 に お い て 、 「 粗 く 」 及 び 「 密 に 」 と は 、 糸 同 士 の ピ ッ チ の 比 較 を 示 し て お
り 、 「 粗 く 」 は 「 密 に 」 よ り も ピ ッ チ が 広 い こ と を 意 味 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 、 前 記 取 付 対 象 物 は 、 内 視 鏡 の 挿 入 部
、 又 は 、 前 記 挿 入 部 に 被 せ ら れ て 前 記 挿 入 部 の 挿 入 を ガ イ ド す る 挿 入 補 助 具 、 或 い は 、 前
記 内 視 鏡 の 鉗 子 チ ャ ン ネ ル に 挿 通 さ れ る 内 視 鏡 用 処 置 具 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 内 視 鏡 挿 入 部 、 該 内 視 鏡 挿 入 部 を
挿 入 案 内 す る 挿 入 補 助 具 、 或 い は 内 視 鏡 挿 入 部 に 設 け ら れ た 鉗 子 チ ャ ン ネ ル を 介 し 又 は 直
接 的 に 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 長 尺 の 医 療 用 処 置 具 に バ ル ー ン 或 い は チ ュ ー ブ 状 部 材 の 端 部 を
糸 で 固 定 し 取 り 付 け た 医 療 装 置 に お い て 、 前 記 糸 は 、 前 記 バ ル ー ン 又 は 前 記 チ ュ ー ブ 状 部
材 の 端 部 の 縁 か ら 前 記 バ ル ー ン 又 は 前 記 チ ュ ー ブ 状 部 材 の 中 間 部 に 向 け て 粗 巻 き さ れ た 後
に 、 前 記 縁 に 向 け て 密 巻 き に 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る バ ル ー ン 又 は チ ュ ー ブ 状 部 材 の 固 定 方 法 に よ れ ば 、 糸 を 縁 か ら 粗 く 巻 回 し
た 後 、 縁 に 向 け て 密 に 巻 回 し た の で 、 バ ル ー ン 又 は チ ュ ー ブ 状 部 材 の 損 傷 や 、 取 付 対 象 物
の 太 径 化 等 の 問 題 を 発 生 す る こ と な く 、 バ ル ー ン 又 は チ ュ ー ブ 状 部 材 を 確 実 に 固 定 す る こ
と が で き る 。 ま た 、 本 発 明 に 係 る 医 療 装 置 に よ れ ば 、 糸 を 縁 か ら 粗 く 巻 回 し た 後 、 縁 に 向
け て 密 に 巻 回 す る こ と に よ っ て 、 バ ル ー ン や チ ュ ー ブ 状 部 材 が 取 り 付 け ら れ て い る の で 、
バ ル ー ン や チ ュ ー ブ 状 部 材 が 損 傷 す る お そ れ が な く 、 ま た そ の 固 定 部 分 が 太 径 化 さ れ る お
そ れ が な い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 添 付 図 面 に 従 っ て 本 発 明 に 係 る バ ル ー ン 又 は チ ュ ー ブ 状 部 材 の 固 定 方 法 の 好 ま し い
実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 が 適 用 さ れ る 超 音 波 検 査 装 置 を 示 す シ ス テ ム 構 成 図 で あ る 。 図 １ に 示 す
よ う に 、 超 音 波 検 査 装 置 は 主 と し て 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ２ と 、 バ ル ー ン 装 置 １ ４ に よ っ て
構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ２ は 、 可 撓 性 コ ー ド １ ６ を 有 し 、 こ の 可 撓 性 コ ー ド １ ６ の 基 端 部 に コ
ネ ク タ １ ８ が 設 け ら れ 、 可 撓 性 コ ー ド １ ６ の 先 端 部 に 超 音 波 走 査 部 ２ ０ が 設 け ら れ る 。 超
音 波 走 査 部 ２ ０ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 先 端 キ ャ ッ プ ２ ２ と 、 こ の 先 端 キ ャ ッ プ ２ ２ 内 に
設 け ら れ た 超 音 波 振 動 子 ２ ４ を 備 え て い る 。 超 音 波 振 動 子 ２ ４ は 、 回 転 基 台 ２ ６ に 装 着 さ
れ 、 回 転 基 台 ２ ６ は 可 撓 性 コ ー ド １ ６ 内 の フ レ キ シ ブ ル シ ャ フ ト に 連 結 さ れ て い る 。 そ し
て 、 先 端 キ ャ ッ プ ２ ２ の 先 端 外 周 面 に は 円 環 状 の 凹 溝 ２ ２ Ａ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 一 方 、 バ ル ー ン 装 置 １ ４ は 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ ８ を 有 し 、 こ の 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ ８ の 先
端 に 取 付 リ ン グ ３ ０ が 取 り 付 け ら れ 、 さ ら に 取 付 リ ン グ ３ ０ に 薄 膜 円 筒 状 の バ ル ー ン ３ ２
が 装 着 さ れ て い る 。 バ ル ー ン ３ ２ は 後 述 の 固 定 方 法 で 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ ８ に 固 定 さ れ て お
り 、 そ の 先 端 に は 、 弾 性 リ ン グ ３ ４ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ ８ の 基 端 部
に は 図 １ の 保 持 筒 ３ ６ が 連 結 さ れ て お り 、 こ の 保 持 筒 ３ ６ に 締 め 付 け リ ン グ ３ ８ が 取 り 付
け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 述 し た 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ２ は バ ル ー ン 装 置 １ ４ の 基 端 側 か ら 差 し 込 ま れ 、 コ ネ ク タ １
８ を 保 持 筒 ３ ６ の 上 か ら 締 め 付 け リ ン グ ３ ８ で 締 め 付 け る こ と に よ っ て バ ル ー ン 装 置 １ ４
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に 固 定 さ れ る 。 そ の 際 、 図 ２ の 弾 性 リ ン グ ３ ４ が 超 音 波 走 査 部 ２ ０ の 凹 溝 ２ ０ Ａ に 嵌 合 さ
れ 、 超 音 波 走 査 部 ２ ０ が バ ル ー ン ３ ２ に よ っ て 覆 わ れ る 。 そ し て 、 図 １ の 保 持 筒 ３ ６ の 供
給 口 ４ ０ か ら 超 音 波 伝 達 媒 体 （ 例 え ば 脱 気 水 ） を 供 給 す る こ と に よ っ て 、 バ ル ー ン ３ ２ の
内 部 に 超 音 波 伝 達 媒 体 が 充 填 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 超 音 波 振 動 子 ２ ４ か ら の 超 音 波 の 送 受
信 を 効 率 よ く 行 う こ と が で き 、 超 音 波 に よ る 測 定 を 精 度 よ く 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 上 述 し た バ ル ー ン ３ ２ の 固 定 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ３ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 ま ず 、 糸 ４ ２ を バ ル ー ン ３ ２ の 縁 ３ ２ Ａ か ら 粗 く 巻 回 す る 。
こ こ で 「 粗 く 巻 回 す る 」 と は 、 糸 ４ ２ 、 ４ ２ 同 士 の 間 に 隙 間 を 設 け る よ う に し て 螺 旋 状 に
巻 回 す る こ と で あ る 。 例 え ば 、 糸 ４ ２ の 直 径 が 約 ０ ． １ ｍ ｍ 以 下 で あ り 、 バ ル ー ン ３ ２ の
固 定 部 （ 糸 ４ ２ を 巻 回 す る 部 分 ） ３ ２ Ｂ の 長 さ が 約 １ ０ ｍ ｍ の 場 合 に は 、 約 １ ～ ３ 巻 き す
る と よ い 。 こ の よ う に し て 糸 ４ ２ を 粗 く 巻 回 す る と 、 糸 ４ ２ を 縁 ３ ２ Ａ か ら 巻 回 し た 場 合
で あ っ て も 、 バ ル ー ン ３ ２ が 膨 張 部 （ 流 体 の 供 給 ・ 吸 引 に よ っ て 膨 張 ・ 収 縮 す る 部 分 ） ３
２ Ｃ 方 向 へ 伸 び る こ と を 防 止 で き る 。 し た が っ て 、 バ ル ー ン ３ ２ の 膨 張 部 ３ ２ Ｃ の 長 さ が
変 化 す る こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 固 定 部 ３ ２ Ｂ に 糸 ４ ２ を 粗 く 巻 回 し た 後 、 そ の 糸 ４ ２ を 今 度 は 、 図 ３ （ Ｂ ） に 示 す よ う
に 縁 ３ ２ Ａ に 向 け て 密 に 巻 回 す る 。 こ こ で 「 密 に 巻 回 す る 」 と は 、 「 粗 く 巻 回 す る 」 場 合
よ り も 糸 ４ ２ 同 士 の ピ ッ チ が 狭 い こ と を 意 味 し て お り 、 本 実 施 の 形 態 で は 糸 ４ ２ 同 士 の 間
に 隙 間 が で き な い よ う に し て 巻 回 し て い る 。 こ れ に よ り 、 密 に 巻 回 し た 糸 ４ ２ に よ っ て 、
バ ル ー ン ３ ２ が 取 付 リ ン グ ３ ０ に 固 定 さ れ る 。 こ の と き 、 内 側 の 糸 （ す な わ ち 、 縁 ３ ２ Ａ
か ら 粗 く 巻 か れ た 糸 ） ４ ２ と 、 外 側 の 糸 （ す な わ ち 縁 ３ ２ Ａ に 向 け て 密 に 巻 か れ た 糸 ） ４
２ と が 、 異 な る ピ ッ チ で 巻 か れ て い る の で 、 外 側 の 糸 ４ ２ を 巻 く 際 に 内 側 の 糸 ４ ２ が 弛 む
こ と が な い 。 よ っ て 、 バ ル ー ン ３ ２ を 取 付 リ ン グ ３ ０ に 強 固 に 固 定 す る こ と が で き る 。 ま
た 、 内 側 の 糸 ４ ２ が 粗 く 巻 回 さ れ て い る の で 、 糸 ４ ２ を 密 に 二 重 巻 き し た 場 合 に 比 べ て 、
固 定 部 ３ ２ Ｂ の 径 を 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 糸 ４ ２ を 固 定 部 ３ ２ Ｂ に 密 に 巻 回 し た 後 、 図 ３ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 糸 ４ ２ の 端 部 同 士
を 結 び 付 け る 。 そ の 際 、 糸 ４ ２ の 両 方 の 端 部 が 縁 ３ ２ Ａ 側 に 配 置 さ れ て い る の で 、 糸 ４ ２
を 弛 ま せ る こ と な く 、 強 固 に 結 ぶ こ と が で き る 。 す な わ ち 、 糸 ４ ２ の 端 部 が 固 定 部 ３ ２ Ｂ
の 両 側 に 別 々 に 配 置 さ れ て い る 場 合 に は 、 糸 ４ ２ を 弛 ま せ る こ と な く 糸 ４ ２ の 端 部 同 士 を
結 ぶ こ と が 困 難 で あ る が 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 糸 ４ ２ の 両 方 の 端 部 が 縁 ３ ２ Ａ 側 に 配 置 さ
れ る の で 、 糸 ４ ２ を 弛 ま せ る こ と な く 強 固 に 結 ぶ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 糸 ４ ２ を 縁 ３ ２ Ａ 側 、 す な わ ち 膨 張 部 ３ ２ Ｃ の 反 対 側 で 結 ぶ
の で 、 糸 ４ ２ を 結 ぶ 際 に 膨 張 部 ３ ２ Ｃ を 傷 つ け る こ と を 防 止 で き る 。 さ ら に 、 糸 ４ ２ の 結
び 目 ４ ２ Ａ が 膨 張 部 ３ ２ Ｃ の 反 対 側 に 配 置 さ れ る の で 、 膨 張 部 ３ ２ Ｃ を 膨 張 ・ 収 縮 さ せ た
際 に 、 結 び 目 ４ ２ Ａ に よ っ て バ ル ー ン ３ ２ が 傷 つ く こ と を 防 止 で き る 。 な お 、 糸 ４ ２ の 端
部 同 士 の 結 合 方 法 と し て は 、 糸 ４ ２ を 結 ぶ こ と に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 糸 ４ ２ の 端 部 同 士 を
接 着 剤 で 接 着 し た り 、 糸 ４ ２ に 熱 を 加 え て 溶 着 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 糸 ４ ２ を バ ル ー ン ３ ２ の 縁 ３ ２ Ａ か ら 粗 く 巻 回 し た
後 、 縁 ３ ２ Ａ に 向 け て 密 に 巻 回 し 、 糸 ４ ２ の 端 部 同 士 を 結 ぶ よ う に し た の で 、 バ ル ー ン ３
２ の 伸 び や 損 傷 等 の 問 題 を 防 止 で き る と と も に 、 バ ル ー ン ３ ２ の 固 定 部 ３ ２ Ｂ を 細 径 化 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 は 、 バ ル ー ン ３ ２ の 片 方 の 端 部 の み を 固 定 し た が 、 バ ル ー ン
３ ２ の 両 方 の 端 部 を 固 定 す る 場 合 に も 適 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 上 述 し た 実 施 の 形 態
は 、 バ ル ー ン ３ ２ が 筒 状 に 形 成 さ れ た 例 で あ る が 、 バ ル ー ン ３ ２ の 形 状 は こ れ に 限 定 す る
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も の で は な く 、 例 え ば 袋 状 （ す な わ ち 片 方 の 端 部 の み が 開 口 さ れ た 形 状 ） で あ っ て も よ い
。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 さ ら に 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 は 、 本 発 明 を 、 超 音 波 検 査 装 置 の バ ル ー ン ３ ２ の 固 定 方 法
に 適 用 し た 例 で あ る が 、 本 発 明 で 固 定 す る バ ル ー ン は 上 記 し た も の に 限 定 さ れ ず 、 医 療 装
置 に 用 い ら れ る バ ル ー ン で あ れ ば 本 発 明 を 用 い て 固 定 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 図 ４ に
示 す 超 音 波 内 視 鏡 の バ ル ー ン を 固 定 す る 際 に 本 発 明 を 適 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ４ に 示 す 超 音 波 内 視 鏡 の 挿 入 部 ５ ０ の 先 端 部 の 側 面 に は 、 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ５
２ が 装 着 さ れ て い る 。 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ５ ２ は 複 数 の 超 音 波 振 動 子 を 挿 入 部 ５ ０ の 軸 線 方
向 に 配 列 し て 構 成 さ れ る 。 こ の ト ラ ン ス デ ュ ー サ を 囲 む よ う に し て 、 筒 状 の バ ル ー ン ５ ４
が 挿 入 部 ５ ０ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 バ ル ー ン ５ ４ は 、 そ の 両 方 の 端 部 に 糸 ５ ６ を 巻 回 す
る こ と に よ っ て 固 定 さ れ る 。 こ の バ ル ー ン ５ ４ を 固 定 す る 際 に 本 発 明 の 方 法 を 用 い る と 、
上 述 し た よ う に 、 バ ル ー ン ５ ４ の 伸 び 、 損 傷 等 の 問 題 を 解 消 す る こ と が で き 、 さ ら に バ ル
ー ン ５ ４ の 固 定 部 を 細 径 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 な お 、 上 述 し た バ ル ー ン ３ ２ 及 び バ ル ー ン ５ ４ は 、 超 音 波 伝 達 媒 体 （ 例 え ば 脱 気 水 ） を
充 填 さ せ る た め の も の で あ る が 、 本 発 明 で 固 定 す る バ ル ー ン の 用 途 は こ れ に 限 定 す る も の
で は な く 、 他 の 用 途 で 使 用 す る バ ル ー ン で あ っ て も よ い 。 例 え ば 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 内
視 鏡 ７ ０ の 挿 入 部 ７ ２ の 外 周 面 に 装 着 さ れ る バ ル ー ン ７ ４ で あ っ て も よ い 。 こ の バ ル ー ン
７ ４ は 、 手 元 操 作 部 ７ ６ の 供 給 口 ７ ８ か ら エ ア 等 の 流 体 を 供 給 す る こ と に よ っ て 膨 張 し 、
腸 管 等 の 体 腔 を 把 持 し て 挿 入 部 ７ ２ を 体 腔 内 に 固 定 す る 。 こ の よ う な バ ル ー ン ７ ４ を 糸 で
固 定 す る 場 合 に も 本 発 明 を 適 用 す る こ と に よ っ て 、 バ ル ー ン ７ ４ の 延 び や 損 傷 等 の 問 題 を
解 消 す る こ と が で き る 。 な お 、 図 ７ の 符 号 ８ ０ 、 ８ ２ 、 ８ ４ は そ れ ぞ れ 、 挿 入 部 ７ ２ を 構
成 す る 軟 性 部 、 湾 曲 部 、 先 端 部 で あ り 、 湾 曲 部 ８ ２ は 手 元 操 作 部 ７ ６ の ア ン グ ル ノ ブ ８ ６
、 ８ ６ を 操 作 す る こ と に よ っ て 湾 曲 さ れ る 。 ま た 、 図 ７ の 符 号 ８ ６ 、 ８ ８ は そ れ ぞ れ Ｌ Ｇ
コ ネ ク タ 、 電 気 コ ネ ク タ で あ り 、 不 図 示 の 光 源 装 置 、 プ ロ セ ッ サ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 挿 入 補 助 具 ６ ０ を 体 腔 内 に 固 定 す る た め の バ ル ー ン ６ ２ で あ
っ て も よ い 。 こ の バ ル ー ン ６ ２ は 、 挿 入 補 助 具 ６ ０ の 先 端 部 に 固 定 さ れ て お り 、 バ ル ー ン
６ ２ に エ ア 等 の 流 体 を 供 給 し て 膨 張 さ せ る こ と に よ っ て 挿 入 補 助 具 ６ ０ が 体 腔 内 に 固 定 さ
れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の バ ル ー ン ６ ２ は 、 挿 入 補 助 具 ６ ０ の で き る だ け 先 端 に 装 着 す る た め に 、 図 ５ （ Ａ ）
に 示 す ご と く 、 バ ル ー ン ６ ２ の 先 端 側 端 部 を バ ル ー ン ６ ２ の 内 部 に 折 り 返 し て 固 定 す る 場
合 が あ る 。 こ の 場 合 、 ま ず 、 図 ５ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 バ ル ー ン ６ ２ を 裏 返 し て お き 、 裏
返 し た バ ル ー ン ６ ２ を 挿 入 補 助 具 ６ ０ の 先 端 に 固 定 す る 。 そ の 際 、 糸 ６ ４ を ま ず 、 バ ル ー
ン ６ ２ の 縁 ６ ２ Ａ か ら 粗 く 巻 回 し た 後 、 縁 ６ ２ Ａ に 向 け て 密 に 巻 回 し 、 糸 ６ ４ の 端 部 同 士
を 固 定 す る 。 こ れ に よ り 、 バ ル ー ン ６ ２ を 損 傷 し た り 伸 ば し た り す る こ と な く 強 固 に 挿 入
補 助 具 ６ ０ に 固 定 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 バ ル ー ン ６ ２ を 再 度 裏 返 し て （ す な わ ち 元
の 状 態 に 戻 し て ） 、 も う 一 方 の 端 部 を 同 様 に 固 定 す る 。 こ れ に よ り 、 バ ル ー ン ６ ２ の 伸 び
や 損 傷 等 の 問 題 や 太 径 化 の 問 題 を 発 生 す る こ と な く 、 バ ル ー ン ６ ２ を 固 定 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 な お 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 は 、 バ ル ー ン ３ ２ 、 ５ ４ 、 ６ ２ 、 ７ ４ を 固 定 す る 例 で 説 明 し
た が 、 本 発 明 で 固 定 す る の は バ ル ー ン ３ ２ 、 ５ ４ 、 ６ ２ 、 ７ ４ に 限 定 す る も の で は な く 、
チ ュ ー ブ 状 の 開 口 部 を 有 す る 部 品 で あ れ ば よ い 。 例 え ば 挿 入 部 ７ ２ （ 図 ７ 参 照 ） の 湾 曲 部
８ ２ を 被 覆 す る ア ン グ ル ゴ ム を 本 発 明 の 方 法 で 固 定 し て も よ い 。 ア ン グ ル ゴ ム は 、 通 常 、
ゴ ム 等 の 弾 性 力 の 大 き い 材 質 で 構 成 さ れ る の で 、 糸 を 巻 回 す る こ と に よ っ て 位 置 が ず れ や
す い と い う 問 題 が あ る が 、 本 発 明 を 適 用 す る こ と に よ っ て 、 そ の 不 具 合 を 防 止 す る こ と が
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で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 が 適 用 さ れ る 超 音 波 検 査 装 置 を 示 す シ ス テ ム 構 成 図
【 図 ２ 】 超 音 波 検 査 装 置 の 先 端 部 を 示 す 断 面 図
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る バ ル ー ン の 固 定 方 法 を 説 明 す る 説 明 図
【 図 ４ 】 本 発 明 が 適 用 さ れ る 超 音 波 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 先 端 部 を 示 す 断 面 図
【 図 ５ 】 本 発 明 が 適 用 さ れ る 挿 入 補 助 具 の 先 端 部 を 示 す 断 面 図
【 図 ６ 】 従 来 の 固 定 方 法 を 説 明 す る 説 明 図
【 図 ７ 】 本 発 明 が 適 用 さ れ る 内 視 鏡 を 示 す 斜 視 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 １ ２ … 超 音 波 プ ロ ー ブ 、 １ ４ … バ ル ー ン 装 置 、 ２ ４ … 超 音 波 振 動 子 、 ３ ２ … バ ル ー ン 、
３ ２ Ａ … 縁 、 ３ ２ Ｂ … 固 定 部 、 ３ ２ Ｃ … 膨 張 部 、 ４ ２ … 糸 、 ４ ２ Ａ … 結 び 目 、 ５ ０ … 挿 入
部 、 ５ ４ … バ ル ー ン 、 ５ ６ … 糸 、 ６ ０ … 挿 入 補 助 具 、 ６ ２ … バ ル ー ン 、 ６ ４ … 糸 、 ７ ４ …
バ ル ー ン
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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